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               論   文   の   要   旨 
 
 アブラヤシ（Elaeis guineensis）から得られる植物油はインドネシアの重要な商品の一つで，粗ヤシ油（CPO）
の年間生産量は毎年 2%以上増加して 2014年には約 3,100万トンとなっている。アブラヤシ林は主にスマト
ラ，カリマンタン島の農業地域に広がり，近年では政府によってスラウェシ，パプアの島々の離れた地域に
も積極的に広げられている。インドネシア農業省によると，22地域のプランテーションのアブラヤシ林面積





ンドネシアとマレーシアがそれぞれ 47%と 37%を生産している。ヤシ油 1 kgの生産では，乾燥重量で約 4 kg












採用しやすく適している。本研究では 150°Cで 90-180分間の前加水分解処理を行い，ソーダ・AQ蒸解は 160°C
で活性アルカリ添加率 19%，20%，21%の条件で行った。ECF漂白と TCF漂白シーケンスでは，酸素（O），
二酸化塩素（D0），過酸化水素添加アルカリ抽出（Ep），最終二酸化塩素（D1），アルカリ抽出（E）およびモ
ノ過硫酸（Psa）処理で漂白を行った。前加水分解の処理時間を 180 分とし，ソーダ・AQ 蒸解における活性
アルカリ添加率を 20%とする条件が最適であることが見出され，カッパー価が 10 以下で高い粘度のパルプ
が得られた。また，前加水分解プロセスにおける加水分解液の除去は，ソーダ・AQ 蒸解における効率的な
脱リグニンのために有効であることが見出された。さらに，Psa-D0–Ep–D1処理の改良 ECF漂白シーケンスで
は，白色度 90.7% ISO，パルプ粘度 8.5 cP，α-セルロース 98.6%である高品質の DP が得られた。一方，















               審   査   の   要   旨 
 
本論文は，インドネシアにおけるヤシ油産業と産業廃棄物の現状および主要廃棄物であるアブラヤシ空果
房の利活用に関する研究について概説し，その利活用を改善する方法として，溶解パルプおよび機械パルプ
を製造する方法の最適な条件を提案している。新規で有用な科学的知見と信頼性のある方法が示されており，
インドネシアにおけるヤシ油産業の持続的発展への貢献が期待できる。 
平成27年9月30日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
